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令和 6年 11月 14日 

タイトル 
「こどもまんなか社会」の実現に向けて 

株式会社アイエンスが秦野産材の木のおもちゃと熊鈴を寄附 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 
１１月２０日（水曜日）午前１０時～ 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 
秦野市役所３階 市長応接室 

Ｗｈｏ 

（だれが） 

株式会社アイエンス 

（秦野市落合３６１－２） 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

１ 秦野産材の木のおもちゃ 

株式会社アイエンスでは、これまで、はだのこども館への

大学別過去問題集の寄贈や、みんなの食堂基金の立ち上げへ

の協力など、こどもの貧困への支援に取り組まれ、物価高騰

が続く中、現在は貧困に悩む若者の相談にも応じています。 

  今回、市が秦野産材を使った積み木のおもちゃを市内の保

育園や幼稚園に配付するための準備をしていることを知り、

木の持つ「温かい触り心地」「特有の香り」「柔らかい響き」

は、こどもの五感を刺激し、成長を促すことから、より多く

のこどもたちに心と体で体感してもらいたいため、子育て支

援の拠点（ぽけっと２１や児童館等）などにも配付してほし

いとのことから、寄附を受けるものです。 

２ 熊鈴 

  市内において熊の出没が活発となり、児童・生徒の登下校

が心配されている中、教育委員会から熊鈴が貸し出されてい

るものの、より多くの児童・生徒の安全を守り、安心して通

学してほしいとの想いから、熊鈴５００個の寄附を受けるも

のです。 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

過去の実績 
 平成２９年度 はだのこども館に「大学入学シリーズ（大学

別過去問題集）」を寄贈いただきました。 

今後の取り組み 

 本市では、現在、「こども基本法」に基づく「秦野市こども

計画」の策定に取り組んでいますが、こどもや若者への支援を

より充実させていくためには、行政の施策だけでなく、市民や

地域との連携した取組が不可欠です。 

 国では、自治体や企業・団体、個人などが「こどもまんなか

応援サポーター」となり、「こどもまんなか社会」の実現を目

指すとしていますが、どこか遠い存在に感じてしまいます。 

 そのため、今回の株式アイエンスからの寄附を受け、今後は、
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市内企業等とも連携を強化するため、本市としての「こどもま

んなか応援サポーター」を広く募集するなど、地域全体でこど

もや若者を支援する機運を醸成していく予定です。 

 また、こども食堂への寄附やこどもに関するボランティア活

動の立ち上げなど、温かいお申し出も多く寄せられている状況

もあり、関係部局や関係団体と連携しながら、必要な物資や人

材の確保などの仕組みについて検討していきます。 

問い合わせ 

こども政策課 こども政策担当：鶴田 

電話：０４６３（８６）３４６０（直通） 

教育総務課 教育総務担当：高田 

電話：０４６３（８４）２７８３（直通） 

 


